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   The patient was a 21 years old female who complained of headache and was noted hy-
pertension 220/160 mmHg. 
   The routine laboratory examinations were not remarkable. The Howard test was positive 
as is shown in the table. The blue dye excretion was normal in the right side and was delay-
ed in the left. The pyelography showed no abnormality bilaterally. The translumbar reno-
arteriography revealed normal right renal artery and slight narrowing and shortening of the 
left renal artery with constriction at the hilus of the kidney. In addition reticular vascular 
pictures descending around the left ureter from the left hilal area were observed. Based on 
the findings, a suspected iagnosis of left renovascular hypertension was made. The left ne-
phrectomy resulted in decrease the blood pressure which has remained around 130/80 mmHg 
level for one year following the operation.
緒 言
腎血管性高血圧症の発生頻度は全高血圧症患







問題 があるが,内 科医,泌 尿器科医,血 管外科
医等 が緊密 に協力 し,必 要 な諸 検査を行 ない,
手術 が適 当 ときまれば,積 極 的治療 の方向へ 向
うべ きであ る.
われわれは最 近腎血 管性高血圧 の1治 験例 を





家 族 歴 く特 記 すべ き ものな し.
既 往 歴:18才,急 性 虫垂 炎 手 術
現 病 歴:約1年 前 突 然 頭 痛,全 身 倦 怠 感 が あ り,中
耳炎 と して治 療 を うけ た 。 しか し中 耳 炎 が 治 癒 して も
頭 痛 は とれ な か っ た.約6カ 月前 頭 痛 が 強 く時 々 め ま
い もあ っ たが 特 別 の 治 療 は受 けな か った.約2ヵ 月前
某 医 に よ り高 血 圧(血 圧220/ユ50mmHg)を指摘 され
た が原 因 は不 明 だ とい われ た.1カ 月 前 県 立 広 島病 院
に 入 院,血 圧 は 安 静 時 に は170/130mmHg程度 で あ
っ た が,本 を読 ん だ り動 くと240/160mmHgとな り
頭 重 感 が 強 くな り落 着 か な い.種 々 の検 査 の 結果,腎
性 高 血 圧 症 が 疑わ れ る と して 広大 泌 尿 器 科 に 精査 の た
め入 院 した.
現 症;頭 重 感,軽 度 の頭 痛 が あ る,体 格 中 等度,栄
養 良,脈 脾 整,緊 張 良好 で 動 脈 壁 は硬 化 性 に は 触 知 しな
い.眼 瞼 球結 膜 に貧 血,黄 疸 の所 見 な く,瞳 孔 正 円 同
大,対 光 反 射 正 常,咽 頭,口 腔 に異 常 な く,頸 部 リン
パ節 は 触 れ な い.胸 部 は 聴 打 診上 異 常 を み とめ な い,
腹 部 は 平 坦 軟,肝 脾,両 腎 ふ れず,膀 胱 部 異 常 な し.
入 院 時 検 査 成 績
血 圧:220/160mmHg.
血 液;赤 血球480×104,白血球6,600,血色 素(ザ
ー リ→88% ,白 血球 分 画Eos.1,St.1,IL33,
III.38,IV.7,Mon.2,Ly.21,
尿=蛋 白(+),ウ ロ ビ リノ ーゲ ソ(一),糖(一),
赤 血球1/5視 野,白 血 球1/5視 野.
血 清理 化 学 お よび 肝 機 能 検 査:総 蛋 白7.Og/d1,
A/G1.26,黄疸 指 数6,総 ビ リル ピソO.5mg/dl,CCF
(一),Zn.T.T.4.9u,総コ レス テ ロール218mg/d1,
ク レア チ ニ ソ1.Omg/dl,尿素窒 素17mg/d1,GPT














































































































































な働 きをすることが多いことか らも 当然 で あ
る.しかし偏腎性高血圧症の外科的治療は腎摘
除術にはじまって,現 在も行なわれてお り適応









年 よ り20年間 の文献上575例の蒐集では149例
(26%)が血圧 の正常化をみ,さ らに その後 の8
年間で333例中25%に血圧 の正常化をみ た とし
治療成績 の向上はみ られ なか った としてい る.
その後Poutassei2》は76例中44例に,宍戸16)は
4例 中3例 に,ま た,大SkiO}は1962年全 国泌尿
器科 医か らの統計 を蒐 集 し213例の腎摘 除中,
70%に血圧 の下降をみた としてい る.以 上Qよ
うに最 近の10年間は適応な どの選択 方法がかな
り進歩 したためか腎摘除に より60～70%に血圧
の正常化 をみた との報 告が多 いが,Smithi7}は
術後1年 以内では35%治癒で あった ものが2年
以上 になる と26%に低下す る と述べ てい るよう
に,血 圧低下 の程度,さ らに長期 に経過 を観察
すれば,恐 らくこの治癒率 はもっ と低下す るも
の と考 え られ る。
腎血管性高血圧症 では血管再建手術 に よって
腎 を残 す ことが理想 であ るが,こ の場合 で も血
圧 の正常化 をみない症 例 も多 く,術 後合併症 の
発生 の危 険 も大 きいので腎摘 除術 を施行 する場
合 よりもさらに厳 重な適応 の選択 が 必 要 で 患
側,反 対 側の腎機 能の状態,高 血圧 発生後 の経
過期 間,全 身 の状 態等 に より充分血圧 の正常化
を期待 で きる場合 にのみ行 な うべ ぎである.最
近 の傾向 としては腎動 脈のEndoarterectomy,
脾 腎動脈吻合,By-pass形成な どが検討 されて
お り,本 邦で も木本6)が8例 の再建手術 を施行
し,全 治4例,軽 快1例,死 亡3例 で あった と
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図1静 脈性腎孟像 図2腎 動脈造影像
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